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北海道・三陸沖後発地震注意報 （北海道・三陸沖においてM7.0以上の地震発生後、更

に巨大地震が発生する可能性がある。） の運用が始まりました（Ｒ4.12.16~) 

　北海道・三陸沖後発地震注意報とは、千島海溝および日本海溝沿いにおいて巨大地震発生の可能性が高まった場合

に、日本の内閣府および気象庁が発信する情報のことです。 情報が発信された際には、北海道から千葉県にかけての

太平洋側で、日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震で強い揺れや高い津波が想定される地域では、後発地震の発生に

備えた防災対応をとる必要があります。 

北海道・三陸沖後発地震注意情報の解説ページ : 防災情報のページ - 内閣府 (bousai.go.jpより引用)

どうして北海道・三陸沖後発地震注意報が出される
のか？ 
　東日本大震災（Ｍ9.0）が2011年の3月11日に発生したことは、ほとんど
の人達が知っていると思います。しかし、実はその２日前の3月9日には
Ｍ7.3の地震が発生していました。また、1963年には、Ｍ7.0の地震発生
から18時間後にM8.5の地震が発生しています。 
　実際に後発地震が発生する確率は、世界の事例を踏まえても百回に１
回程度と低いものの、発生した場合には北海道から千葉県にかけての
広い範囲で甚大な被害が想定されます。巨大地震が発生した際の甚大
な被害を少しでも軽減するため、日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震の
想定震源域とその周辺でM７以上の地震が発生した場合には、「北海道
・三陸沖後発地震注意情報」を発信し、大地震の発生可能性が平時より
も相対的に高まっているとして、後発地震への注意を促すこととなりまし
た。 
　熊本ではこのような注意報は出されませんが、今後北海道や三陸地
方に受験や旅行等で行く際には、十分な備えをしましょう。 

東日本大震災は後発地震です。
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